
セルフモニタリング報告書（令和7年度分）

8 年 4 月 30 日

： ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ （沼ノ端スケートセンター）

： 公益財団法人苫小牧市スポーツ協会

： 総合政策部　スポーツ都市推進課

1　事業計画の達成度

A B C D E

A B C D E

－ － － － －

A B C D E

A B C D E

施 設 名

指 定 管 理 者 名

所 管 課 名

事業計画の内容に従

い、適切に施設の管理

運営が行われたか。

自己評価指定管理者コメントモニタリング項目

第５期事業計画並びに、令和７年度事業計画に基づき管理運営を行

い、２年目の運営は大きな問題なく終了いたしました。

令和７年度は月１回の事務局会議を行い、第５期事業計画内容の検証

や業務効率化、予算の執行状況や施設の利用状況等実態の把握を行な

いました。また、安全・安心・快適な空間の確保を目指し、各種点検

や施設修繕など積極的に取り組みました。

目標に掲げた利用人数58,000人以上を大きく上回る84,895人を達成し

ました。

施設利用者数の増加、

利用率の上昇、利用者

利便性の向上などの目

標は達成されたか。

施設の設置目的にあっ

た成果は上がっている

か（目標値を設定して

いないその他の施

設）。

自主事業は計画どおり

行われたか。

「市民の心身の健全な発達及び体育の普及振興を図る」沼ノ端スケー

トセンターの設置目的のもと、昨年比、一般滑走・専用利用等で3,926

名増加となり、施設全体で過去最高の84,895名の利用となりました。

事業計画では、1２事業を計画し全ての事業を実施いたしました。教育

旅行誘致事業では、主に関西方面からの高校生修学旅行でカーリング

の体験をいただいた他、市民を対象とした無料カーリング体験会、

オープニングイベントなどでカーリングに触れる機会をつくり、カーリ

ング認知度を高める事業を実施しました。スケート教室を１０月から

１月まで毎月開催し、地域の小学生中心に定員を超える多くの参加が

ありました。また新規事業、大人のためのアイスキーパ―体験会を実

施し、氷の維持管理等について体験してもらいました。

地域、関係機関、ボラ

ンティア等との協働・

連携に向けた取組が行

われているか。

施設前の遊歩道をプランターで彩るコミュニティーガーデンロード事

業は、北栄児童センターの子どもたちと共に花植えを行った他、ネー

ミングライツ企業のダイナックスアイスホッケー部と協働でアイスホッ

ケー教室を開催しております。一般滑走時には利用者の安全確保のた

め、一般滑走監視ボランティアを配置し、監視業務を強化しています。

また、希望者へのスケートワンポイントレッスンも利用者から好評を

いただきました。

令和



2.　利用者の満足度

A B C D E

A B C D E

A B C D E

３　管理運営の効率性

A B C D E

A B C D E

A B C D E

利用者の意見・要望・

苦情への対応は十分行

われたか。

利用者の意見・要望の

把握は適切に行われて

いるか。

利用者の満足が得られ

ているか。

利用者アンケートの結果は、「満足、やや満足」の回答が98.6％。職

員の対応に関しては、100％の回答をいただいています。やや不満と回

答した利用者の意見に耳を傾け、本年度以上の利用者満足度を得られ

るよう鋭意努力して参ります。

施設内にお客様の声BOXを設置して、利用者の意見を把握しています。

受付にお話しいただいた意見は記録し引継ぎを行っております。ま

た、スポーツ協会ホームページお問い合わせフォームからも随時ご意

見などをいただける体制となっております。自主事業参加者には

Googleフォームを利用したアンケートを実施するなど、意見の把握を

行なっています。

苦情対策マニュアルにより、苦情受付・経過記録書を作成し、苦情解

決責任者へ即座に報告したほか、解決策を検討、職員間で情報共有を

行なっております。苦情の内容は必要に応じスポーツ都市推進課に報

告する他、月次報告にて報告を行なっております。

アイスホッケー防具を忘れた際のレンタル、カジュアルホッケーの日

数拡大、おむつ替えスペースの要望を、令和８年度に検討したい。

収入増加のための取組

はされているか。

一部業務の再委託に要

している経費は、適切

な水準か。また、経費

が最小となるような取

組はされているか。

経費の低減が図られて

いるか。またその取組

は十分か。

事務用品や施設用品など消耗品削減に努めている他、予算の比重が高

い光熱水費については、こまめな消灯や動力設備の運転方法の工夫、

製氷車の機能を最大限に活用し、散水回数を減らす工夫などを行なっ

ております。

また、職員の業務効率向上についても、事務局会議において協議して

おり、重機で行う除雪作業を職員で実施するなどコスト削減に努めま

した。

委託業務は、専門業者に再委託していますが、毎年仕様内容を協議

し、見積もりを徴取し、当協会会計規程に則って契約を締結するなど

適切に処理されております。清掃業務は必要最低限の箇所に限定する

など経費削減に努めております。

日中の稼働率が低い時間帯の活用を高めるため、教育旅行などを対象

とした氷上スポーツ体験プログラムのパンフレットを作成し、苫小牧

市の教育旅行誘致セールスに参加しカーリング体験、スケート体験の

道外からの誘客活動を行い年間１1団体に体験いただきました。韓国の

小・中・高・大学・女子などの合宿団体利用を誘致し、利用料金確保

に努めました。一般滑走繁忙期にはペンギン等のスケート補助具が不

足することからnepiaアイスアリーナと補助具をシェアし収入増につな

げました。



４　適正な管理運営

A B C D E

A B C D E

新採用者には採用前に組織・規則・基本的マナーの研修を実施。６月

のシーズンスタート前には電光掲示板、放送設備の再研修、Airレジ等

現金の取り扱い方法の職場内研修を実施しました。年２回の消防訓練

時の実施を行い少人数で通報、初期消火、避難誘導を行える訓練を行

なっています。

冷凍機設備がアンモニアの冷媒を使用していることから、防護服着用

の研修を定期的に実施しております。

また、当協会で実施した普通救命講習会にダイナックス沼ノ端アイス

アリ―ナの職員も参加し、職員の救命意識の向上と技能の向上を図り

ました。

カーリングの製氷技術を学ぶため、札幌市スポーツ協会が管理する道

銀スタジアムにおいて製氷技術の研修を行いました。

繁忙期や混雑時などの一般滑走利用者の安全対策のために、リンクで

滑走しながら監視業務を行う、一般滑走監視ボランティアを配置し、

安全対策強化に努めています。また、万が一のために（公財）日本ス

ポーツ施設協会のスポーツファシリティーズ保険（指定管理者制度対

応保険（施設所有（管理）者賠償・責任保険・スポーツ災害補償保

険・昇降機賠償責任保険）に加入しリスクヘッジの対策としていま

す。技術員の安全対策として、リンク作業の際、ヘルメットの着用、滑

りにくい靴の使用を徹底し、職員の安全対策を行なっています。

第５期指定管理より、３交代勤務を２交替勤務に見直し、夜間機械警

備とすることで、人員を削減しましたが、管理運営の質を落とさず適

正な施設運営を継続しています。管理運営の責任者（館長）は、ス

ポーツ協会専務理事が兼務し、指定管理担当の管理職を配置する他、

現場責任者として副館長を配置し体制を整えています。また、全職員対

象に面談を年1回実施し、職員へのフィードバックや意見を聞く機会を

作っています。健康診断の実施はパート職員含め受診率１００％と

なっており、職員の健康管理についても十分配慮をしています。

関係法令を遵守、理解することに努め、職場内研修による理解の徹底

を図り、公共施設の平等な利用確保に努めています。施設使用料の減

免、還付については、体育施設使用料減免取扱規定に基づき、苫小牧

市が主催・共催する事業や障がい者、障がい者団体が利用する際は、

施設利用料を適切に減免しています。また、リンクの一般枠について

は受付方法をホームページで公表し、特定の団体に偏ることの無いよ

う配慮しています。

施設の平等な利用等に

ついて、適切に処理さ

れているか（使用料の

減免、還付含む。）。

人員配置及び職員の管

理体制は適正か。

安全対策（事故防止

等）は十分だったか。

職員の能力向上に向け

た取組は行われたか

（研修等）。

適 不適

適 不適



５　地域貢献

A B C D E

法令・協定書等を遵守

し、適正管理が行われ

ているか。

書類・備品等の管理は

適正に行われている

か。

個人情報保護法に基づき当施設の指定管理者として、その保有する個人

情報の適正管理に関して、行政機関と同様の義務を負うことを認識して

います。当協会では、新たに個人情報保護方針、個人情報保護規程、

個人情報の取扱いに関する外部委託管理規程を定め、個人情報の取扱

い事務の徹底を図っております。文書等の重要度に応じ、施錠管理す

ることや、文書保存期間が過ぎた書類の廃棄、７０歳以上スポーツ施

設無料利用券の取り扱いに関しては、承認フローの見直しや個人情報の

保管方法の見直しを行い、適切な個人情報管理を行う他、管理職によ

る定期的なチェックを行なっております。

公益法人会計基準に基づき会計帳簿及び計算書類の作成を行い、予算

や決算帳票類は毎年、適切に情報公開されおり、行政庁からの指摘な

どはありません。また、人件費等の消費税申告業務や決算書類につい

ては、税理士委託による確認を行い、遅滞なく業務を遂行していま

す。スポーツ都市推進課が行う実地調査において指摘事項は無く適正

に処理しています。

冷凍機設備や消防設備など法定点検をはじめ、設備関係の機能保持の

ための定期点検を設置業者や市内の専門業者に委託し、適正に実施し

ています。点検にて不備が発見された際は、業者からの報告のもと速

やかに修繕を行うほか、日々の職員による巡回監視業務で発見された

故障や破損については、予め作成している緊急連絡先により対応する体

制としている。夜間職員不在時には、夜間機械警備により、設備の異

常や侵入者への対応は警備業者が施設に駆けつけ、担当職員に連絡入

る流れとなっており、万全の体制を取っています。

各種規程に基づき、個人情報など業務上重要な書類については、鍵の

かかるキャビネット等に保管しています。また、備品や保管書類等につ

いても鍵のかかる倉庫にて適正に管理を行なっております。備品につ

いては、備品台帳により管理を行い、廃棄による手続きは都度スポー

ツ都市推進課に協議を行い適正に管理を行なっております。

利用者の個人情報等に

ついて適正に管理が行

われていたか。

適 不適

適 不適

適 不適

適 不適

適 不適

地方自治法、消防法、労働関係法、個人情報保護法などの関係法令、

苫小牧市スポーツセンター条例、スポーツセンター規則、苫小牧市総

合計画、苫小牧市スポーツ推進計画、基本協定書に定める内容を十分

理解し、管理運営に努めており適正管理が行われています。

雇用・資材調達・再委

託等、地域貢献に努め

ているか。

労働条件等に関して社会保険労務士への相談のもと、労働者が不利益

を被らない様、雇用契約書を交わしております。また、職員労働組合

と３６協定を締結し、過重労働とならないよう、改正労働基準法、そ

の他労働関係法規を遵守した就業体制を確保しています。職員の雇用

については、地元採用を基本としており、在籍している職員は全て苫小

牧市民となっております。資材調達や再委託は、地元の業者を優先し

地域貢献に努めています。

施設・設備等の法定点

検及び保守は、適正に

行われているか。

収支の状況に不適切な

点はないか。会計処理

は適正か。



A：目標、事業計画を上回る取組がされており、管理運営状況は極めて良好である。

B：目標、事業計画どおり又はそれ以上の取組がされており、管理運営状況は良好である。

C：概ね目標、事業計画どおり行われており、管理運営も適正で、特段問題は見られない。

E：目標、事業計画の内容を大幅に下回っており、かなりの部分において改善が必要である。

【★の数が５～0の6段階評価で評価しています。】

〈　4 適正な管理運営において不適がある場合、その理由と今後の対応について　〉

指定管理者の自己評価（全体を通して）

総合評価

　私たちスポーツ協会は、公益法人であることから「不特定多数の者の利益を実現すること」が事業実施の根底に

あり、指定管理の基本協定書、法令や条例に基づき、非営利団体として全ての利用者が差別を受けることなく、公

平・平等に利用できる施設運営に努めております。

　第５期指定管理２年目は安全・安心で快適な施設運営を行うとともに、利用人数の大幅な増、経費の縮減を達成

しています。令和７年度防衛省の補助金により、カーリング用具が配置されたことから、カーリング競技特有の製

氷技術を身につけるため、札幌市スポーツ協会が管理する道銀スタジアムに職員を派遣し製氷技術研修を行いまし

た。また、職員によるカーリング体験会指導を行えるよう、講師を招き職員研修会を開催しております。教育旅行

誘致事業では関西方面を中心に道外からのカーリング体験受け入れが増え、主に高校修学旅行において、体験型の

コンテンツとしてチームビルディングにつながる非常に良い競技などと評価をいただきました。

一般滑走については、近年、近隣市町からもご利用いただいたところですが、混雑時のスムーズな受付方法や利用

者のニーズに合わせた貸スケートの確保、楽しく滑走できる補助具の増量など利用者サービスのさらなる向上を検

討していければと考えます。

　来場者は、各種大会が全て予定通り開催されたことや、韓国からの合宿利用などインバウンド需要が高まり過去

最高の84,895名となりました。令和８年度も新たなダイナックス沼ノ端アイスアリーナの特色であるカーリング競

技の普及、教育旅行や合宿誘致などの誘客に力を入れ集客アップに努力を続けていきます。

私たちは、ダイナックス沼ノ端アイスアリーナを拠点とした、地域のスポーツ普及、振興に取り組んでおり、近隣

公共施設や学校、地域の団体と連携し、ご利用者様が気持ちよく来館いただける施設の管理運営に取り組んでまい

ります。

D：目標、事業計画において一部未達成があるなど計画内容を下回っており、又は管理運営において一部不適正な部分があ

るなど、改善が必要と認められる点がある。

★★★★★


